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様式３

事業の概要及び再評価に係る資料

再評価の理由

鳥取県公共事業評価実施要綱第６条（1）
：事業採択後５年を経過している継続中の事業であって、進捗状況、社会情勢等から再
評価が必要であると判断される事業（事業費が増加したことから再評価が必要であると判
断されるため）

未着手又は事
業が長期化して
い る 理 由

評 価 の
実 施 経 緯

フ リ ガ ナ

事 業 名 一般
イッパン

国道
コクドウ

３１３号
ゴウ

道路
ドウロ

改築
カイチク

事業
ジギョウ

（北条
ホウジョウ

倉吉
  クラヨシ

道路
  ドウロ

（延伸
エンシン

））

事 業 種 別 　　　補助　　　交付金　　　県単独

フ リ ガ ナ

事 業 箇 所 東伯郡
トウハクグン

北栄町弓原
ホクエイチョウユミハラ

事前評価
平成28年度
（２０１６年度）

再評価
令和２年度

（２０２０年度）
令和４年度

（２０２２年度）

事業実施担当部署 県土整備部道路局　道路建設課

事 業 概 要

事 業 概 要
道路延長：０．４ｋｍ、総事業費：１１０．０億円（国施工分含む）
事業期間：平成２９（２０１７）年度～令和８（２０２６）年度

計 画 延 長：０．４ｋｍ
幅         員：６．５（１１．０）ｍ
全体事業費：１３０．０億円（見直し前：１１０．０億円）（国施工分含む）
事 業 期 間：平成２９(２０１７)年度～令和８（２０２６）年度

答 申 結 果 妥当

付 帯 意 見 なし

付帯意見の
対 応 状 況

該当なし

審議の概要

　本事業については、事業費の増額や最新の将来交通量の推計結果等を踏まえた費用
便益比の再算定について検証を行った。また、審議にあたっては、事業の進捗状況や事
業費増額の要因などについて現地で確認した。更に地域振興や災害時の緊急輸送道
路・迂回路としての防災機能など費用便益比のみでは表せない定性的効果もあわせて
検証し、審議した結果、継続が妥当と判断した。

前
回
評
価
の
概
要
等

評 価 年 度 　令和４（２０２２）年度、再々評価

諮 問 理 由
鳥取県公共事業評価実施要綱第６条（２）
：社会情勢の変化等により知事が必要と認める事業（事業費が増加したことから再評価が
必要であると判断されるため）
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【交通の円滑化・交通安全】
・完全立体型のジャンクションとするため停止の必要が無く、円滑な道路サービスを提供
　できる。また、交通が平面交差しないため事故減少の効果がある。
【産業振興・観光振興】
・ジャンクションが整備され山陰自動車道と共に高速道路ネットワークが形成されれば、
　企業誘致や観光プロモーションなどに効果があり、雇用の拡大、観光交流など産業や
　観光の振興に寄与する。

増減

－

【前回評価時点からの変更点及びその要因等】

【前回評価時点からの変更点及びその要因等】

【前回評価時点からの変更点及びその要因等】

道 路 規 格

【前回評価時】（３）効果

（４）事業内容

計 画 交 通 量

１　事業の概要

・高規格幹線道路「山陰道(北条道路)」及び地域高規格道路「北条湯原道路（一般国道
　３１３号）」の自動車専用道路を相互に完全立体交差型のジャンクションで接続する
　ことにより、円滑で快適かつ安全な道路サービスを提供する。
・ジャンクションによる広域的な高速道路ネットワークの形成により、広域的な観光交
　流、企業誘致や民間投資の誘発など、社会資本の生産力向上効果がある。
・併せて北条湯原道路にハーフインターチェンジを設置することで、北条ジャンクショ
　ン周辺地域のアクセスや利便性を高める。

【路線の機能】
・北条湯原道路は、鳥取県中部地方生活圏と岡山県真庭地方生活圏を結び、山陰道と
　一体となって広域的な道路ネットワークの形成を図る路線である。
【現道状況】
・現在、一般国道３１３号と一般国道９号は平面交差で接続しており、利用交通は一旦停
　止する必要がある。
・ 県中部の中心都市である倉吉市には白壁土蔵群や打吹公園などの観光地や西倉吉
　工業団　地などの産業集積地があり、このアクセスとして、北条湯原道路は重要な役割
　を担っているが、高速道路ネットワークが形成されていないため、自動車専用道路とし
　ての効果が十分に活かされていない状況にある。
【事故状況】
・事故件数８９件（一般国道９号で北条ジャンクション計画地付近）
（Ｈ８（１９９６）～Ｒ３（２０２１）：うち死亡事故３件、重傷事故13件）

・事故件数９９件（一般国道９号で北条ジャンクション計画地付近）
（Ｈ８（１９９６）～Ｒ５（２０２３）：うち死亡事故３件、重傷事故１3件）

変更点なし

計 画 延 長

計 画 幅 員

財 源 内 訳

項目

現 況 交 通 量

【前回評価時】

変更点なし

【前回評価時】（２）必要性

（１）事業目的

(2022年)
前回評価時点

(2024年)
今回再評価時点

第１種３級 変更なし

４０ｋｍ/時 変更なし設 計 速 度 －

約４００ｍ
(ジャンクション)

変更なし －

有効幅員　６．５ｍ
全体幅員 １１．０ｍ

変更なし －

国５５％、県４５％ 変更なし －

ジャンクション
16,400台/日

変更なし －

4,575台/日
（Ｈ２７（２０１５）

センサス）

4,852台/日
（Ｒ３（２０２１）

センサス）
277台/日
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全 体 事 業 費 １１０．０憶円 １３０．０億円 ＋２０．０億円

うち用地進ちょく率 １００％ 変更なし -

＋４０．８ポイント

全体事業費の増
　※要因は「（３）費用対効果分析の要因変化」参照

４７．８億円
（Ｒ４（２０２２）年度予算まで）

１０５．４億円
（Ｒ６（２０２４）年度末見込）

＋５７．６億円

進 ち ょ く 率 ４３．４％
（Ｒ４（２０２２）年度予算まで）

８１．１％
（Ｒ６（２０２４）年度末見込）

＋３７．７ポイント

うち工事進ちょく率 ３８．９ ％
（Ｒ４（２０２２）年度末時点）

７９．７％
（Ｒ６（２０２４）年度末見込）

項目

事 業 採 択 年 度

着 工 年 度

事 業 期 間

増減

完 了 予 定 年 度

２　再評価のための資料

(2022年度)
前回評価時点

(2024年度)
今回再評価時点

Ｈ２９（２０１７）

（５）根拠法令、関
連事業、特記事項
等

最新の交通量推計基礎データにより計画交通量の見直しを実施。

【前回評価時点からの変更点及びその要因等】

【事業根拠法令】
道路法

【関連事業】

・山陰道「北条道路」
・地域高規格道路「北条湯原道路」における各事業
　※詳細は「２再評価のための資料（２）事業を巡る社会情勢等の変化」

【特記事項】

なし

（１）事業進ちょく
状況等

１０年 変更なし

【前回評価時点からの変更点及びその要因等】

投 資 事 業 費

変更なし

Ｈ２９（２０１７） 変更なし

-

-

-

Ｒ８（２０２６） 変更なし -
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なし

（２）事業を巡る社
会情勢等の変化

（３）費用対効果分
析の要因の変化

山陰道「北条道路」の開通時期が公表されたことから、山陰道「北条道路」と地域高規格
道路「北条倉吉道路」を連結する当事業においても、山陰道「北条道路」と一体的な開通
を目指した早期整備の期待が高まっている。

【その他】

【地域の事業に対する社会的評価】

【現状での課題】

　山陰道「北条道路」の令和８（２０２６）年度開通予定が公表されたことにより、当事業に
おいても令和８（２０２６）年度に開通させる必要がある。

【地域の協力体制】

　令和４（２０２２）年７月　用地買収完了

【関連事業との整合性の変化】

〔地域高規格道路「北条湯原道路」関連（県内）〕
　国道３１３号倉吉道路・倉吉関金道路（倉吉西ＩＣ－倉吉南ＩＣ間）　令和５（２０２３）年8
月開通時期公表（令和７（２０２５）年3月開通予定）

【参考（前回評価時の状況）】
〔山陰道「北条道路」〕
　山陰道「北条道路」　令和元（２０１９）年12月開通時期公表（令和８（２０２６）年度開通予
定）
〔山陰道「鳥取西道路」〕
　山陰道「鳥取西道路」　令和元（２０１９）年５月供用開始
〔地域高規格道路「北条湯原道路」関連（県内）〕
　国道３１３号北条倉吉道路 平成１９（２００７）年３月暫定供用開始
　国道３１３号倉吉道路　実施中（平成２５（２０１３）年６月一部供用開始）
　国道３１３号倉吉関金道路　実施中
　国道３１３号犬挟峠道路 平成９（１９９７）年10月供用開始
〔地域高規格道路「北条湯原道路」関連（県外）〕
　国道３１３号初和下長田道路（岡山県）　実施中
　国道３１３号（熊居工区）（岡山県）　平成14（２００２）年12月供用開始
　国道３１３号（湯本工区）（岡山県）　平成２（１９９０）年10月供用開始
　国道３１３号（禾津工区）（岡山県）　平成17（２００５）年７月供用開始
　国道３１３号初和下長田道路（岡山県）　令和２（２０２０）年10月バイパス区間供用開始

【費用の変化】以下の理由により、増額する必要が生じた。

【施工ヤード地盤改良の追加】
・現地調査の結果、地盤改良（ｻﾝﾄﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝﾊﾟｲﾙ）工事で使用する杭打機に対して地
　盤支持力が不足していたため、施工ヤードの地盤改良（セメント改良）が必要となったこ
　とによる増額。
【軟弱地盤対策の工法変更】
・軟弱地盤対策工事により周辺への変状が発生したことから、通常より振動・変位の少な
　い工法へ変更する必要が生じたことによる増額。
【地中障害物の出現に伴う対応】
・軟弱地盤対策工事範囲から地中障害物（転石）が出現したことから、軟弱地盤対策工
　事前に転石除去が必要となったことによる増額。
【鋼管ソイルセメント杭の補助工法追加】
・擁壁基礎（鋼管ソイルセメント杭）の施工時に転石が出現したことから、補助工法が必
　要となったことによる増額。
【労務・資材単価の高騰】
・令和４（２０２２）年度から資機材・労務単価が想定以上に急上昇したことに伴う増額。
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（単位：百万円）

（４）コスト縮減の
取り組み

（５）環境への影
響・配慮

総便益（Ｂ） １０３．８億円 算定中

費用便益比　Ｂ／Ｃ 1.05 算定中

【実績】

①再生資材（砕石・アスファルト等）を使用する。
②盛土材料は可能な限り他事業の残土を流用し、建設費用を抑える。

【今後の見込み】

【想定される影響】

① 工事中の騒音・振動による影響
② 工事中の濁水による影響
③ 建設副産物の処理

【影響を回避又は軽減する方法】

① 騒音・低振動工法、同建設機械の採用による対策を実施
② 沈砂池等の濁水対策を実施
③ 建設発生土の有効利用、再生資源の利用促進、廃棄物の発生抑制、分別の徹底、
　再資源化、適正処理を推進

【前回評価時点からの変更点及びその要因】

変更なし

走行時間短縮便益 ８２．０億円 算定中

走行経費減少便益 １４．０億円 算定中

交通事故減少便益 ７．８億円 算定中

総費用（Ｃ） ９８．６億円 算定中

便益項目

【費用対効果分析の結果】

費用便益比Ｂ／Ｃ　算定中（前回R４（２０２２）評価時１．０５）
※「鳥取県道路事業評価マニュアル（案）」及び「費用便益分析マニュアル（令和５（２０２
３）年１２月国土交通省道路局都市・地域整備局）」により算定

【費用便益比の計算】

事業費 ９８．０億円 算定中

維持修繕費 ０．６億円 算定中

①今後も上記①②によるコスト削減を図る

項　　目
(2022年度）

前回評価時点
(2024年度）

今回再評価時点

費用項目

【事業期間】

変更なし
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100%

105%

110%

115%

120%

125%

130%

135%

140%

145%

150%

155%

160%

H30 R4 R6

+58.2

+49.6

+20.4

+10.6

+17.4

+12.8

+8.2

+2.1

16



17



1



2



3



4



5



6



7



 

 

8



 

 

9



 

 

10



 

11



 

 

 

12



 

 

13



 

 

 

 

 

14



 

 

 

 

15



1



2



3



4



5



6



7



8



9



m3/s

10



11



12



13



14



 

 

15



16



17



 

 

18



19


